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南
原
地
区
の
髙
山
千
真
（
か
ず
ま
）
さ
ん
(22)
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
親
元
就
農
を
し
て
３
年
目
。
祖

父
母
、
父
（
髙
山
吉
典
農
業
委
員
）
と
共
に
主
食

用
米
14　
ha
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
９
ha
、
そ
ば
０
・
５
ha
を
栽

培
し
、
加
工
品
の
「
吉
兵
衛
も
ち
」
は
愛
菜
館
で

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
小
さ
い
頃
か
ら
稲
刈
り

の
手
伝
い
を
し
て
き
た
と
い
う
千
真
さ
ん
、
置
賜

農
業
高
校
、
新
庄
の
農
林
大
学
校
に
進
学
し
農
業

の
厳
し
さ
だ
け
で
な
く
奥
深
さ
も
学
ん
だ
こ
と
が

就
農
の
決
め
手
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
日
本
の
主

食
を
守
り
、
地
域
の
発
展
を
願
い
、
今
後
は
少
し

ず
つ
経
営
規
模
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
光
る
汗

を
拭
い
な
が
ら
、
笑
顔
で
意
欲
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
地
域
あ
げ
て
応
援

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
農
業
委
員　

鈴
木
晃
子
】

主な記事

代
々
繋
が
る

若
き
米
農
家
の
挑
戦
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市
長
に
意
見
書
を

　
　
　
提
出
し
ま
し
た

　

令
和
７
年
３
月
19
日
に
市
長
に
対
し
「
農

地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
意

見
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
議
会

議
長
に
対
し
、
市
長
あ
て
意
見
書
を
提
出
し

た
こ
と
の
報
告
と
市
議
会
か
ら
の
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

国
が
見
直
し
を
表
明
し
て
い
る
水
田
活
用

の
直
接
支
払
い
交
付
金
に
つ
い
て
、
万
全
な

支
援
水
準
の
確
保
と
既
に
畑
地
化
し
た
場
合

の
公
平
性
の
確
保
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
す

る
支
援
の
拡
充
や
そ
れ
ぞ
れ
の
有
害
鳥
獣
に

応
じ
た
対
策
を
引
き
続
き
要
望
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等

の
影
響
か
ら
生
産
資
材
の
高
騰
に
対
す
る
各

種
支
援
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
、
頻
発
す
る

自
然
災
害
に
対
す
る
支
援
や
特
に
今
冬
の
大

雪
の
被
害
に
対
し
適
切
に
対
応
す
る
よ
う
要

望
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
農
業
経
営
の
安
定
に
資
す
る
各
種

支
援
策
を
継
続
し
て
行
う
よ
う
要
望
し
て
い

く
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
ご
意
見
が
農
政
振

興
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

５
月
28
日
全
国
か
ら
会
長
や

職
員
が
参
加
し
て
、
東
京
都
内

の
渋
谷
公
会
堂
に
於
い
て
、
令

和
７
年
度
全
国
農
業
委
員
会
会

長
大
会
（
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
：

「
地
域
計
画
」
の
実
現
に
よ
り

持
続
可
能
な
農
業
・
農
村
を
創

る
た
め
に
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

　

今
年
度
は
、
大
会
議
案
と
し

て
第
１
号
議
案
・
政
策
提
案
決

議
「
改
正
基
本
法
、
基
本
計
画

に
お
け
る
政
策
の
実
現
に
向
け

た
提
案
」、
第
２
号
議
案
「
地

域
計
画
の
実
現
に
よ
り
、
持
続

可
能
な
農
業
・
農
村
を
創
る
全

全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
に
参
加
し
て

国
運
動
」、
第
３
号
議
案
「
情

報
提
供
活
動
」
の
一
層
の
強
化

に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
決
議
、

第
４
号
議
案
「
令
和
７
年
度
全

国
農
業
委
員
会
会
長
大
会
実
行

運
動
計
画
」
の
以
上
４
つ
の
議

案
が
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
活
動
の

実
践
を
踏
ま
え
た
決
意
表
明
と

し
て
、「
地
域
計
画
・
目
標
地

図
」
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に

向
け
て
を
新
潟
県
阿
賀
野
市
農

業
委
員
会
会
長　

見
尾
田
正
行

氏
、「
女
性
委
員
の
登
用
率
の

向
上
に
向
け
て
」
を
広
島
県
庄

原
市
農
業
委
員
会
会
長　

道
下

和
子
氏
（
全
国
農
業
委
員
会
女

性
協
議
会
会
長
）
か
ら
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
事
例
発
表
と
合

わ
せ
て
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し

た
。
最
後
に
要
請
実
現
に
向
け

て
、
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
を
行
い

大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
全
国
町
村
会
館
に
於

い
て
、
県
選
出
国
会
議
員
へ
大

会
決
議
事
項
の
要
請
と
、
意
見

交
換
を
行
い
、
現
場
の
声
と
思

い
を
伝
え
た
意
見
交
換
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
　
【
会
長　

小
関
善
隆
】

全国会長大会の様子

「
令
和
６
年
度
農
地
等
の
利
用
の

最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
意
見
書
」

１　

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化　

　

に
つ
い
て

　

⑴
老
朽
化
し
た
施
設
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

⑵
基
盤
整
備
の
迅
速
化
に
つ
い
て

　

⑶
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
土
地
改
良
事
業　

　
　

の
継
続
に
つ
い
て

　

⑷
ス
マ
ー
ト
農
業
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
に　
　

　
　

つ
い
て

　

⑸
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し　

　
　

等
に
つ
い
て

２　

遊
休
農
地
解
消
の
た
め
の
予
算
確
保
等
に　
　
　

　

つ
い
て
（
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
）

３　

担
い
手
確
保
の
た
め
の
支
援
制
度
の
充
実

　

に
つ
い
て
（
新
規
参
入
の
促
進
）

　

⑴
新
た
な
担
い
手
の
育
成
と
確
保

　

⑵
農
業
分
野
の
関
係
人
口
の
増
加

　

⑶
若
手
農
業
者
の
育
成

４　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
に
お
け
る
支
援
に

　

つ
い
て

　

⑴
地
域
計
画
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
の
強

　
　

化
に
つ
い
て

　

⑵
災
害
等
へ
の
支
援
に
つ
い
て

　

⑶
再
生
産
可
能
な
農
業
経
営
に
つ
い
て

　

⑷
有
害
鳥
獣
に
つ
い
て
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石川拓さん（右）

　

令
和
６
年
度
第
20
回
定
例
総
会
に
お

い
て
、
新
規
就
農
者
に
認
定
さ
れ
た
石

川
拓
（
ひ
ら
く
）
さ
ん
へ
の
認
定
書
と

農
業
新
規
参
入
促
進
報
奨
金
の
授
与
が

４
月
11
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
拓
さ
ん
は
、
福
島
県
喜
多
方
市

出
身
33
歳
。
就
農
前
は
、
喜
多
方
市
職

員
と
し
て
勤
務
し
、
休
日
に
上
郷
地
区

の
農
家
の
友
人
の
手
伝
い
を
さ
れ
て
き

ま
し
た
。担
い
手
不
足
の
現
状
を
知
り
、

少
し
で
も
力
に
な
れ
れ
ば
と
就
農
を
決

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
区
の
農
家
の
方
々
か
ら
助
言
を
頂

き
な
が
ら
、
誰
か
ら
も
信
頼
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
と
農
作
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
地
域
に
合
っ
た
食
味
の
良

い
米
作
り
を
目
指
し
、
ま
た
、
講
習
会

や
研
修
会
に
積
極
的
に
参
加
し
な
が
ら

経
営
面
積
の
拡
大
、販
売
に
つ
い
て
は
、

直
売
会
や
マ
ル
シ
ェ
へ
の
出
品
な
ど
、

直
販
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
抱
負

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
【
農
業
委
員　

鈴
木
和
義
】

農
業
者
新
規
参
入
促
進
報
奨
金
に

つ
い
て

○
支
給
対
象
者

　

農
業
委
員
会
が
定
め
る
基
準

（
米
沢
市
農
業
委
員
会
新
規
就

農
申
請
者
取
扱
基
準
）
に
よ
り

新
規
就
農
者
と
認
定
さ
れ
た

者
。た
だ
し
、認
定
時
の
年
齢
が

満
50
歳
未
満
で
、
か
つ
本
市
に

住
所
を
有
す
る
者
に
限
る
。

○
報
奨
金
の
額

　

一
人
当
た
り
５
万
円
（
新
規
就

農
時
１
回
限
り
）

○
担
当

　

農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
担
当

新
規
就
農
者
認
定
書
授
与

中山遥輝さん（右）

　

親
元
就
農
者
の
生
産
意
欲
の
向
上
を

図
る
目
的
で
激
励
金
を
贈
呈
す
る
「
親

元
就
農
支
援
激
励
金
」
の
贈
呈
式
が
４

月
16
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
を
受

け
た
の
は
果
樹
栽
培
な
ど
に
取
り
組
む

中
山
遥
輝
（
は
る
き
）
さ
ん
�
。
今
年

１
月
に
帰
郷
し
、
父
の
城
樹
さ
ん
が
経

営
す
る
㈱
Ｎ
Ｏ
Ｃ
で
就
農
さ
れ
ま
し

た
。
㈱
Ｎ
Ｏ
Ｃ
は
、
舘
山
り
ん
ご
を
は

じ
め
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
、
ラ
・
フ
ラ
ン
ス

等
の
果
樹
栽
培
・
販
売
、
果
物
を
原
材

料
と
し
た
加
工
品
の
販
売
、
カ
フ
ェ
の

運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。「
若
い
世
代

親
元
就
農
支
援
激
励
金
の
贈
呈

の
一
人
と
し
て
地
元
の
果
樹
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
今
後
の
ご
活
躍
を
期

待
し
ま
す
。

親
元
就
農
支
援
激
励
金
に
つ
い
て

○
支
給
対
象
者

　

・
本
市
に
住
所
を
有
す
る
満
50　
　

      

歳
未
満
の
方

　

・
２
親
等
以
内
の
者
（
親
又
は　

　
　

祖
父
母
）
が
経
営
主
で
あ
る

　
　

経
営
体
に
お
い
て
、
専
業
で

　
　

新
た
に
農
業
に
従
事
さ
れ
る

　
　

方

　

・
経
営
主
が
認
定
農
業
者
又
は

　
　

地
域
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ

　
　

て
い
る
こ
と

　

※
国
の
事
業
に
よ
る
助
成
金
及

　
　

び
米
沢
市
農
業
新
規
参
入
促

　
　

進
報
奨
金
の
交
付
を
受
け
た

　
　

こ
と
が
な
い
方

○
激
励
金
の
額

　

20
万
円

○
担
当

　

農
業
振
興
課
農
業
振
興
担
当
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地域かわら版
　

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま　

り
ん
ど

う
振
興
部
会
で
は
平
成
27
年
よ
り

栽
培
を
開
始
し
、
現
在
で
は
13
名

の
会
員
に
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

令
和
６
年
の
栽
培
面
積
は
市
内

で
約
１
ha
。数
量
１
４
８
，２
０
０

本
を
出
荷
し
、
販
売
金
額
１
２
，

５
９
５
千
円
と
Ｊ
Ａ
米
沢
地
区
の

花
き
販
売
実
績
の
中
で
も
ア
ル
ス

ト
ロ
メ
リ
ア
に
次
ぎ
二
番
目
と
な

り
、
今
で
は
米
沢
を
代
表
す
る
花

に
な
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

り
ん
ど
う
は
夏
秋
期
に
清
涼
感

を
感
じ
さ
せ
る
花
と
し
て
人
気
が

高
く
、
仏
花
と
し
て
お
盆
・
秋
彼

岸
に
特
に
需
要
が
あ
り
ま
す
。

　

適
地
は
夏
季
冷
涼
な
地
域
と
さ

れ
、
東
北
地
方
中
山
間
地
で
の
栽

培
に
向
い
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
昨
今
の
地
球
温
暖

化
に
よ
る
酷
暑
の
例
外
で
は
な

く
、
夏
以
降
の
生
育
不
良
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
適
宣
、
潅
水

や
寒
冷
紗
に
よ
る
被
覆
を
行
う
な

ど
様
々
な
対
策
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

川
西
・
飯
豊
・
小
国
町
な
ど
で

も
栽
培
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
や

は
り
米
沢
が
栽
培
の
中
心
で
も
あ

り
ま
す
。
私
個
人
も
東
北
の
山
々

で
可
憐
に
咲
く
り
ん
ど
う
の
紫
色

が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
生

産
者
の
高
齢
化
、
異
常
気
象
な
ど

課
題
も
様
々
あ
り
ま
す
が
、
郷
土

の
花
と
し
て
日
本
全
国
に
お
届
け

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。

　
　
　
【
農
業
委
員　

宮
﨑
雅
文
】

Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま　

り
ん
ど
う
振
興
部
会
の
紹
介
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よねざわ結婚支援センターからのお知らせ

（事前申込制、参加無料）

（予約不要、参加無料）

◆

◆

◆

☆皆さんの結婚したい気持ちを応援します☆

※後日データでのお渡し
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感謝状贈呈の様子

◆加入の条件は３つ ◆６つのポイント
①国民年金第1号被保険者
　＊国民年金の付加年金(月額400円)　　　
　　への加入が必要です。
②年間60日以上農業に従事
③65歳未満
　＊60歳以上は、国民年金の任意加　
　　入者に限ります。

①農業者なら広く加入できる
②積立方式 ･ 確定拠出型で少子
　高齢化時代に強い
③保険料は自由に決められる
④終身年金、80歳前に亡くなっ　
　た場合には死亡一時金がある
⑤税制面での優遇措置がある
⑥保険料の国庫補助がある

　農家の経営に役立つ！
農政・農業・農村の動き、
問題をタイムリーに !！

　お申込み
農業委員・推進委員または

農業委員会事務局へ
℡ 22 − 5111  内線 5601

＊月４回金曜日発行
＊講読料

〜農業者のための年金制度〜 農業者年金

◎農業者年金の内容やご相談について
は、　農業委員会またはＪＡにお問い
合わせください。

⃝⃝事務局からのお知らせ⃝⃝　　事務局からのお知らせ　　

　江口益美農業委員が４月
30日をもって退任されまし
た。７年間の長きにわたりあ
りがとうございました。本市
農業の発展に寄与された功績
をたたえ、感謝状が贈呈され
ました。

事
務
局
職
員
の
異
動

転
　
入

　

事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
田　

悦
志
（
環
境
課
よ
り
）　

　

農
政
振
興
主
査　
　
　
　
　
　
　
　

髙
世　
　

琢
（
生
活
安
全
課
よ
り
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

昇
　
任

　

事
務
局
長
補
佐
兼
農
地
主
査　
　
　

宮
原　
　

功
（
農
地
主
査
よ
り
）

転
　
出

　

事
務
局
長　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴
倉　

和
典
（
商
工
課
へ
）

　

事
務
局
長
補
佐
兼
農
政
振
興
主
査　

根
津　

正
孝
（
森
林
農
村
整
備
課
へ
）

新聞本紙＝月額700円
電子新聞＝月額500円

委員有志による食料品の寄附
　６月に委員有志による、今年度第１回目の社会福祉協議会善意
銀行への食料品等の寄附が行われました。写真は社会福祉協会に
於いて行われた贈呈式です。令和３年に「コロナの流行により生
活に困っている方々やその家族を、主食を作っている米農家で支
援しよう」という意見が委員の中から上がり、その意見を大切に
したいという思いから女性委員２人で働きかけ、農業委員・農地
利用最適化推進委員の有志による食料支援が始まりました。５年

目となる今年は物価
高、米不足の影響で集
まったお米の量は少し
減りましたが、そんな
状況でも続けることが
大事だと思い頑張って
います。次回は11月
を予定しております。

【農業委員　樋渡由美】
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　毎年、８月下旬に農地パトロールを行っていますが、その際に「遊休農地」と判断された農地
については、土地所有者に対して「利用意向調査」を実施することになっています。調査票が届
いた方は回答のご協力をお願いします。
　なお、耕作の有無に関わらず、農地を荒らさないよう適期に草刈等の維持管理をお願いします。

農地の利用状況調査（農地パトロール）について

農地の違反転用にご注意ください
　田や畑を耕作以外の目的で利用するときは、あらかじめ農業委員会から農地転用の許可
を受ける必要があります。許可を受けず事業に着手すると農地法違反となり、工事の中止
や原状回復命令がなされる場合があります。
　なお、事業内容や場所によっては許可を受けられない場合がありますので、計画を進め
る前に農業委員会事務局にご相談ください。

Ｑ：自分が所有する農地でも許可が必要なの？
Ａ：誰が所有する農地でも許可が必要になりま
　　すが、自己所有農地に小規模の農業用施設
　　を建設するときは、許可が不要になる場合
　　があります。
Ｑ：将来何か土地利用する予定なので、許可を受けておくことはできる？
Ａ：許可にあたっては、具体的な事業計画や事業実施の確実性、周辺農地への影響等につ
　　いて確認する必要があるため、許可後すみやかに着工できる状況になってから申請い
　　ただくことになります。

＜こんなときは？（Q＆A）＞＜こんなときは？（Q＆A）＞

問合せ先：農業委員会事務局農地担当　22-5111（内線 5602 ～ 5604）

農地の利用状況調査（農地パトロール）について

＜遊休農地とは？＞
　　１年以上耕作されておらず、かつ、今後も耕作さ
　れる見込みがない農地のことをいいます。また、周
　辺の農地と比較して利用の程度が著しく劣っている
　農地も対象となります。

問合せ先／農業委員会事務局農地担当 22-5111（内線5602 ～ 5604）
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が ん ば っ て い る 人

　

表
紙
か
ら
裏
表
紙
ま
で
、
若
い
農
家

さ
ん
の
さ
わ
や
か
さ
が
走
り
抜
け
る
よ

う
な
今
号
と
な
り
ま
し
た
。
暑
い
中
、

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
、
取
材
と
原
稿
作
成
を
頑
張
っ
た
広

報
委
員
の
メ
ン
バ
ー
に
感
謝
で
す
。
読

者
の
皆
様
に
、
明
る
い
未
来
を
感
じ
て

頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

　
　
　
　
【
広
報
委
員
長　

樋
渡
由
美
】

　

今
回
紹
介
す
る
頑
張
っ
て
い

る
方
は
清
井
政
彦
さ
ん
（
広
幡

町
小
山
田
）
で
す
。 

　

清
井
さ
ん
は
広
幡
地
区
の
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
２
期

目
と
な
り
ま
す
。
地
域
の
方
の

悩
み
相
談
や
農
地
利
用
の
推
進

な
ど
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い

ま
す
。
稲
作
を
中
心
と
し
て
経

営
し
て
お
り
、
水
田
約
８
ha
、

大
豆
１
・
４
ha
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
飼
料
米
は
直
播
き
で

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
今
年
は
、
は
え
ぬ
き
も
直

播
き
に
し
て
色
々
挑
戦
を
し
て

お
ら
れ
ま
す
。
田
植
え
が
終
わ

る
と
、
は
た
フ
ァ
ー
ム
の
作
業

員
と
し
て
大
豆
の
播
種
か
ら
培

土
、
刈
り
取
り
ま
で
の
作
業
を

頑
張
っ
て
い
ま
す
。
冬
に
は
除

雪
も
引
き
受
け
て
駐
車
場
の
除

雪
を
し
て
い
ま
す
。
清
井
さ
ん

か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
も
美
味
し

い
コ
メ
な
ど
農
作
物
の
生
産
に

励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。」
と

意
欲
あ
る
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
【
農
業
委
員　

長
谷
部
吉
雄
】
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